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平成の終わり、令和の始まり
　平成最後の夜、「ありがとう平成 よろしく令
和」提灯行列と手筒花火で祝う会が行われま
した。
　用意されていた提灯800個、国旗500本
がすぐに無くなるほどの大盛況ぶりで、高山
陣屋から出発した提灯行列は古い町並みを通
り、弥生橋・宮前橋区間へ。手筒花火の打
ち上げと獅子舞の共演を観覧し、最後に万歳
10唱でお祝いをしました。
　また、令和最初の日は、新元号制定記念「高
山祭屋台の特別曳き揃え」が行われ、たくさん
の来場者で賑わいました（P16参照）。
【4月30日撮影：高山陣屋～弥生橋・宮前橋】

主な内容
いよいよ始まります！ 飛驒高山文化芸術祭こだま～れ2019 2
市内で新たに狩猟免許等を取得される皆さまへ 2
昭和37年4月2日～昭和54年4月1日の間にお生まれの男性の皆さまへ 3

景観に配慮した板塀や生け垣等の設置に助成 4
平成31年度町内会長のみなさん 7～9
令和2年度採用市職員募集 10
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【市民提案プロジェクト】
●OPEN Art in 飛驒の里
　多様なアートが会場内で楽しめるほか、地
元の飲食（食文化）や酒蔵とコラボしたSAKE 
STANDのブースがあります。
日時 5月25日㈯　12：00～24：00
場所　飛驒の里（上岡本町1）
※入場には、同時開催の飛驒高山ジャズフェス
　ティバル2019のチケットが必要です（有料)。
問合 合同会社JAM（久田）  ☎090-5065-0595
●もふっこまつり
「にくキューレスキュー朗読会in高山」
　女子アナウンサーの朗読ボランティアグ
ループ「にくキューレスキュー」による朗読会
などを実施します。
日時　5月26日㈰　10：00～15：00
場所　飛驒・世界生活文化センター（千島町）
問合 もふっこひだ（岡田）  ☎090-5109-1189
●みんなで体感・実感・共感  お話楽集会
　第1回楽集会「絵本講演会『夢かうつつか
妖怪か』」を実施します。
日時　6月8日㈯　13：30～16：00
場所　飛驒・世界生活文化センター（千島町）
参加料　500円
問合 おはなしネット・ことだま（瀧根）
　　　 ☎090-5007-0127
【市民応援プロジェクト】
●たかやま菊花展　初心者講座
　たかやま菊花会展示会（10月下旬～11月
中旬開催予定）に出展する作品をつくる初心
者向けのワークショップを開催します。
期日　5月26日㈰、6月9日㈰
※時間は要問合
場所　櫻山八幡宮（桜町）
問合 たかやま菊花会　☎34-6550
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◆オープニング・ワークショップ
　文字で表現する芸術「書」
を楽しむワークショップを開
催します（申込受付終了）。
日時　5月25日㈯
　　　15:00～16:00
場所　飛驒・世界生活文化センター
　　　（千島町）
講師　書道家 武

たけ

田
だ

  双
そう

雲
うん

 さん
※どなたでも自由に観覧していただけます。

◆オープニング・セレモニー
日時　5月26日㈰  13:30開場
                          14:00開演
場所　市民文化会館（昭和町1）
内容 第1部　 こだま～れ吹奏楽団による

「こだま～れファンファー
レ演奏」　など

       第2部　①書道×日本舞踊×邦楽によ
　　　　　　　 るライブパフォーマンス　
　　　　　 　②出演者と観覧者によるリ  
　　　　　　　　レー書道　など
出演者 書道家 武

たけ

田
だ

  双
そう

雲
うん

 さん

　市では、新たに狩猟免許（第一種銃猟またはわな猟）を取得された方に、取得等に要した経費に対する助成を始めました。
申込方法等の詳細はお問い合わせください。

①第一種銃猟免許
対象　第一種銃猟免許および猟銃の所持許可を新規に取得し、市の
　　　有害鳥獣捕獲活動に従事する方
助成額　取得経費の 10/10以内の額（上限50万円）
対象経費　第一種銃猟免許および狩猟者登録、猟銃の所持許可に係っ
　　　　　た経費、猟銃およびその他付属品購入費

②わな猟免許
対象　わな猟免許を新規に取得し、市の有害鳥獣捕
　　　獲活動に従事する方
助成額　対象経費の 10/10以内の額（上限3万円）
対象経費　わな猟免許および狩猟者登録に係った経
　　　　　費、わな猟具等の購入費

期　日 場　所 試験の種類 申込期間

6月25日㈫ 揖斐総合庁舎大会議室（揖斐郡） 第一種、第ニ種銃猟 5月28日㈫～6月11日㈫

7月20日㈯ 可茂総合庁舎大会議室（美濃加茂市） 網、わな、第一種銃猟 6月21日㈮～7月5日㈮

8月7日㈬ 岐阜県立森林文化アカデミー（美濃市） わな 7月10日㈬～24日㈬

8月22日㈭ 飛驒・世界生活文化センター（千島町） 第一種、第ニ種銃猟 7月25日㈭～8月8日㈭

9月28日㈯ 岐阜大学（岐阜市） 網、わな、第一種銃猟 8月30日㈮～9月13日㈮

11月16日㈯ 飛驒高山高校山田キャンパス（山田町） わな 10月18日㈮～11月1日㈮

12月13日㈮ 恵那総合庁舎大会議室（恵那市） わな、第一種銃猟 11月15日㈮～29日㈮

期　日 場　所 対象（受講定員）
6月4日㈫ 揖斐川町地域交流センター（揖斐郡） 第一種・第ニ種（40人）

6月21日㈮ 美濃加茂市文化会館（美濃加茂市）わな（80人）

7月13日㈯ 関市文化会館（関市） わな（80人）

7月17日㈬ 高山市民文化会館（昭和町1） 第一種・第ニ種（40人）

8月25日㈰ 岐阜産業会館（岐阜市） わな（80人）

11月13日㈬ 瑞浪市総合文化センター（瑞浪市） わな（80人）

平成31年度 狩猟免許試験 受験される方を対象とした講習会が開催されます。
申込 事前に TEL

問合  （一社）岐阜県猟友会　☎058-272-8398

 市内で新たに狩猟免許等を取得される皆さまへ 問合  農務課　☎35-3141

●試験の申込
　申請書に必要事項を記入のうえ、飛驒県事務所へ提出。申請書は県事務所にあるほか、県HPからダウンロードできます。
問合  飛驒県事務所環境課　☎33-1111（内線226）　
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昭和37年4月2日から昭和54年4月1日
の間にお生まれの男性の皆さまへ

風しん抗体検査・風しんの定期予防接
種を行います
　2022年3月31日までの間に限り、下記の対象者に抗体
検査し、「十分な量の風しん抗体がない方」に対し予防接種
を実施します。
対象　昭和37年4月2日から昭和54年4月1日の間にお生
　　　まれの男性の方
※昭和47年4月2日から昭和54年4月1日の間にお生まれ
　の男性
→5月中旬に案内状を送付します。
※昭和37年4月2日から昭和47年4月1日の間にお生まれ
　の男性
→抗体検査を希望される方は、健康推進課へお申し出くだ
　さい。
問合  健康推進課　☎35-3160

子育て中の皆さまへ
ご存じですか？病児保育

　市では、子育て環境の充実を図るため、生後6ヵ月から
小学3年生の病気のお子さんをお預かりする病児保育事業
を実施しています。専任の看護士や保育士がお子さんの
症状を見守りながら保育します。
開設日時　㈪～㈮ 8：00～18：00
場所　病児保育室プティそれいゆ（昭和町2）
定員　12人
利用料　 1人1日あたり2,000円（5時間以内1,000円）
　　　　多子世帯（18歳未満の子を3人以上養育してい
　　　　る世帯）は無料。
　　　　前年度住民税非課税世帯や生活保護受給世帯は
　　　　申請による減免制度があります。
問合  子育て支援課　☎35-3140

　風しんは、感染者の飛まつ（唾液のしぶき）などに
よって他の人にうつる感染力が強い感染症です。妊
娠初期の妊婦が風しんに感染すると出生児が先天性
風しん症候群（眼や耳、心臓に障がいが出ること）に
なる可能性があります。感染を拡大させないために
は社会全体で免疫を持つことが重要です。

　おもちゃの美術館からおもちゃが
たくさんやってきます。親子で楽し
いひと時を過ごしながら病児保育
室がどのようなところか遊びに来
てください。
　利用登録の受付や利用方法の説明も行います。
日時 6月1日㈯ 13：00～ 16：00
※お薬やあそびについて学ぶミニコーナーもあります。
問合 病児保育室プティそれいゆ　☎35-2525

胃内視鏡検査が始まります　　　  　 問合 健康推進課　☎35-3160
　胃がん検診において、バリウムを飲む胃部エックス線検査を受けることが困難な方を対象に、
経鼻内視鏡検査を実施します。下記の条件等を確認のうえ、お申し込みください。
【検診内容】　経鼻内視鏡検査：内視鏡を鼻から挿入して、胃の検査をします。
　　　　　　※検査の際に、鼻出血や胃粘膜損傷などが生じることがあります。
【検査期間】　7月19日㈮～ 21日㈰、9月6日㈮～ 8日㈰
　　　　　　検査時間は午前～夕方まで実施します（詳細は文書で個別にご案内します）
場所 市保健センター（花岡町2） 　料金 1,020円（70歳以上510円） 　定員 200人（超えた場合は抽選）
申込 5月23日㈭までに TEL

対象 市内にお住まいの 40歳以上75歳未満（昭和20年4月1日～昭和55
　　 年3月31日生）で、下記のいずれかに該当される方
①バリウムのアレルギー等により、胃部エックス線検査で体調が悪くなったこ  
　とがある方
②食事や飲水でひどくむせる方や過去にバリウムを誤

ご

嚥
えん

したことがある方
③高度な難聴や筋力低下、関節疾患等で胃部エックス線検査時の姿勢保持
　が難しい方
④体重が 120kg以上ある方
※ただし、以下の方は対象となりません。
①妊娠中の方
②胃の病気で治療中の方、胃切除後の方
③のどや鼻に疾患があり、内視鏡の挿入が困難な方
④呼吸不全のある方、収縮期血圧（上の血圧）が極めて高い方
⑤急性心筋梗塞や重い不整脈のある方、抗血栓薬を内服中の方
⑥その他、医師が不適当と認めた方

●受診される方には、6月中
　旬頃に問診票等をお送りし
　ます。
【検査の流れ】
　問診から検査終了まで約30分程
度です。
1.問診
2.前処置：胃の中をきれいにする
　ための薬を飲み、鼻腔に局所麻
　酔をします。
3.経鼻内視鏡検査
4.検査終了（のどの違和感が取れれ
　ば、食事をすることができます）

0
に、

おもちゃの広場を開催します！
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美
し
い
景
観
の
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を
支
援
し
ま
す

●屋外駐車場の景観形成基準を新設しました
　市街地における町並み景観の保全を図るため、屋外に設置する駐車場に関する景観形成基準を定めました。

（基準）
　屋外駐車場の間口においては、駐車場の目隠しとなるよう板塀または生け垣等を設置する。
　ただし、出入りに必要な部分や交通安全の確保に必要な部分を除く。
　※板塀とする場合は透かしやスリットなどを設け、防犯に配慮する
（適用区域）
　城下町景観重点区域、中心商業景観重点区域、駐車場整備地区、市街地景観保存区域

　

美
し
い
景
観
の
創
出
に
寄
与
す
る
、

板
塀
や
生
け
垣
等
の
設
置
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用
を
助

成
し
ま
す
。

■
板
塀
等
の
設
置
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す
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・
景
観

　

重
点
区
域
内
に
つ
い
て
は
1.8
ｍ
あ

　

た
り
10
万
円
、
１
カ
所
あ
た
り
最

　

大
60
万
円（
助
成
率
２
／
３
）

■
生
け
垣
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設
置
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■
高
木
の
植
栽
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■
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設
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去
助
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カ
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／
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景観に配慮した
板塀や生け垣等
の設置に助成

屋外広告物の新設お
よび改修・撤去の助成
事業を実施しています

■屋外広告物の許可基準の見直しに伴い不適合となったものは、平成29年4月1日
から令和2年3月31日までの 3年の特例期間を過ぎると掲出できなくなります。
　平成31年度末までの 3年間に限り、新しい基準に適合しなくなった看板の改修や
撤去に要する費用の助成制度がありますので、この期間にぜひご利用ください。

助成対象 対象地域 助成額など

見直しにより不適合となった
既存看板などの撤去・改修

市内全域

〈撤去の場合〉
　最大50万円（助成率10/10）
〈改修の場合〉
　最大50万円（助成率9/10）

助成対象 対象地域 助成額など
屋上広告の撤去
（撤去後の修景を含む） 中心市街地活性化区域内 最大300万円（助成率10/10）

地色に原色を使用した壁面広告
および屋上広告の撤去・改修

市内全域
（景観重点区域を除く）

〈撤去の場合〉
　最大100万円（助成率10/10）
〈改修の場合〉
　最大100万円（助成率9/10）

屋外広告物の許可基準に適合しなくなった看板の改修または撤去

下記の屋外広告物の改修または撤去

置する。

区域

問合  都市計画課　☎35-3180   広報ID （板塀等）1006102・（生け垣）1006104・（看板）1006099
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住
ま
い
の
安
全
対
策
を
支
援
し
ま
す

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
へ
の
助
成

助
成
要
件

•
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
の

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
改
修
が

　

必
要
な
木
造
住
宅（
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
）で
あ
る
も
の

•
所
定
の
強
度
が
確
保
で
き
る
計
画

　

で
あ
る
も
の

•
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が

　

設
計
・
監
理
を
行
う
も
の

助
成
額

　

最
大
１
８
０
万
円（
助
成
率
10
／
10
）

　

耐
震
基
準
７
割
以
上
の
場
合
は
最

　

大
１
２
０
万
円（
防
火
・
準
防
火
地

　

域
は
そ
れ
ぞ
れ
２
１
０
万
円
、
１

　

５
０
万
円
）

申
込
期
間

10
月
下
旬
ま
で（
お
お
む
ね
年
内
に

　

工
事
が
完
了
す
る
も
の
）

■
伝
統
構
法
木
造
建
築
物
へ
の
耐
震

　

助
成

助
成
要
件

•
昭
和
25
年
11
月
23
日
以
前
に
建
築

　

さ
れ
、
石
場
建
て
な
ど
伝
統
的
な

　

構
法
で
建
築
さ
れ
た
木
造
建
築
物

　

を
所
有
し
て
い
る
方

•
市
の
伝
統
構
法
木
造
建
築
物
耐
震

　

化
マ
ニ
ュ
ア
ル
講
習
会
を
受
講
さ

　

れ
た
建
築
士
に
よ
る
診
断
が
必
要

助
成
額

　

耐
震
診
断
：
最
大
30
万
円（
助
成
率

10
／
10
）

　

耐
震
改
修
工
事
：
最
大
１
８
０
万

　

円（
助
成
率
10
／
10
）（
防
火
・
準
防

　

火
地
域
は
２
１
０
万
円
）

申
込
期
間

10
月
下
旬
ま
で（
お
お
む
ね
年
内
に

　

工
事
が
完
了
す
る
も
の
）

■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
取
り
壊
し
へ
の
助
成

助
成
要
件

•
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

　

塀
等
の
う
ち
、
道
路
や
公
園
な
ど

　

に
面
す
る
部
分
を
撤
去
す
る
所
有

　

者
の
方（
一
部
撤
去
を
含
む
）

助
成
額

　

最
大
３
０
万
円（
助
成
率
１
／
２
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
後
、
板
塀
や
生

　

け
垣
の
設
置
を
す
る
場
合
の
助
成

板
塀
の
設
置　

最
大
60
万
円

　
（
助
成
率
２
／
３
）

生
け
垣
の
設
置　

最
大
18
万
円　
　

　
（
助
成
率
２
／
３
）

■
老
朽
空
き
家
等
の
取
り
壊
し
へ
の

　

助
成

助
成
要
件

•
個
人
が
所
有
す
る
老
朽
化
し
て
倒

　

壊
等
の
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
空
き

　

家
等
の
除
却
を
し
よ
う
と
す
る
家
屋

　

の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
相
続
人

助
成
額

　

最
大
１
０
０
万
円（
対
象
経
費
の
１

　

／
２
）

耐
震
工
事
に
助
成

■
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
へ
の
助
成

助
成
要
件

•
吹
き
付
け
建
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

　

含
有
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る

　

建
築
物

•
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
が

　

調
査
す
る
も
の

助
成
額

　

最
大
25
万
円（
助
成
率
10
／
10
）

申
込
期
間

12
月
初
旬
ま
で（
お
お
む
ね
年
内
に

　

調
査
が
完
了
す
る
も
の
）

■
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
工
事
へ
の
助
成

助
成
要
件

•
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
の
結
果
、　

　

吹
き
付
け
建
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

　

含
有
さ
れ
て
い
た
建
築
物

•
建
設
技
術
審
査
証
明
に
よ
る
工
法

　

ま
た
は
、
同
等
以
上
の
工
法
に
よ

　

る
も
の

•
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
が

　

除
去
工
事
の
事
業
計
画
を
策
定
し
、

　

そ
の
計
画
の
と
お
り
除
去
工
事
を

　

実
施
す
る
も
の

助
成
額

　

最
大
２
０
０
万
円（
助
成
率
２
／
３
）

申
込
期
間

10
月
下
旬
ま
で（
お
お
む
ね
年
内
に

　

工
事
が
完
了
す
る
も
の
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
老
朽
空
き
家
の

取
り
壊
し
に
助
成

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
・
除
却

に
助
成

固
定
資
産
税
が
減
額
に

・
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
・
省
エ
ネ
改
修
工
事

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
や
省
エ

ネ
改
修
工
事
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

共
通
事
項

　

工
事
費
の
自
己
負
担
が
50
万
円

を
超
え
る
も
の（
工
事
に
係
る
補
助

金
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
）で
令
和

２
年
３
月
末
ま
で
に
工
事
が
完
了

す
る
も
の
。

申
込
方
法

　

工
事
終
了
後
、
３
カ
月
以
内
に
税

務
課（
本
庁
２
階
）へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
耐
震
改
修
工
事
の
場
合

▽
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

　

在
す
る
住
宅

▽
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
改

　

修
で
あ
る
こ
と

■
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
場
合

▽
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

　

在
す
る
住
宅（
貸
家
を
除
く
）で
あ

　

る
こ
と

▽
一
定
要
件
を
満
た
す
省
エ
ネ
改
修

　

で
あ
る
こ
と（
窓
を
は
じ
め
、
天
井

　

や
壁
、床
の
断
熱
な
ど
の
工
事
な
ど
）

▽
住
宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８

　

０
㎡
以
下
で
、
か
つ
、
居
住
部
分
の

　

床
面
積
の
割
合
が
全
体
の
１
／
２
以

　

上
で
あ
る
の
も
の

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
場
合

▽
新
築
さ
れ
て
か
ら
10
年
以
上
経
過

　

し
た
住
宅（
貸
家
を
除
く
）で
あ
る

　

こ
と

▽
一
定
要
件
を
満
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

改
修
で
あ
る
こ
と（
段
差
の
解
消
や

　

手
す
り
の
設
置
な
ど
）

▽
住
宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０

　

㎡
以
下
で
、
か
つ
、
居
住
部
分
の

　

床
面
積
の
割
合
が
全
体
の
１
／
２

　

以
上
で
あ
る
も
の

▽
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
し
て
い

　

る
こ
と

•
65
歳
以
上
の
方

•
介
護
保
険
に
お
い
て
要
介
護
認
定

　

ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

　

る
方

•
障
が
い
者
の
方

問
合

税
務
課

　
　
　

☎
35-

３
６
２
７

広
報
ID

　

耐
震
改
修
１
０
０
０
４
１
２

　

省
エ
ネ
改
修
１
０
０
０
４
１
３

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
１
０
０
０
４
１
１

お気軽に
お問い合わ
せください

　

い
ず
れ
の
助
成
制
度
も
、
市
税
の
滞
納
の
な
い
方
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
補
助

金
交
付
決
定
前
に
工
事
着
手
さ
れ
た
場
合
は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
合

建
築
住
宅
課　

☎
35-

３
１
５
９
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高
山
市
の
高
齢
者
の
状
況
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
で
は
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
か
ら
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
介
護
予
防
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は「
高
山
市
の
高
齢
者
の
現
況
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

高
齢
者（
65
歳
以
上
の
方
）は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
市
に
お
け
る
今
年
４
月
の
高
齢
者
数
は
、
２
８
，３
３
６
人
、
高
齢

化
率（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
）は
32
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す（
図
１
参
照
）。
初
め
て
介
護
保

険
申
請
を
し
た
方
の
主
な
原
因
疾
患
を
み
る
と
、
認
知
症
が
19
・
２
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
ひ
ざ
や
股
関
節
の
痛
み
や
変

形
、
筋
力
の
低
下
な
ど
の
筋
・
骨
格
系
の
疾
患
が
17
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
参
照
）。
ま
た
、
認
定
率
も
80
歳
以
上

に
な
る
と
特
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
年
齢
を
重
ね
る
と
心
身
の
機
能
が
衰
え
て
い
き
ま
す
が
、
健
康
に
生
活
で
き
る「
健
康
寿
命
」を
伸
ば
す
こ
と
は

い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す（
図
３
参
照
）。

　

次
回
以
降
は
、
市
の
介
護
予
防
事
業
を
具
体
的
に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〜
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
〜 

シ
リ
ー
ズ「
介
護
予
防
」 

第
１
回

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000
18.1%

4,841 5,035 4,971 5,077 5,132

18.4% 17.9% 18.1% 18.2%

要支援1
要介護3 認定率要介護5

要支援2 要介護1 要介護2
要介護4

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

505

546

1000

800

686

660

644

492

606

958

975

695

645

664

515

547

1013

918

702

646

630

550

519

1071

942

723

647

625

588

555

1191

826

724

679

569

（人）図1　要介護（要支援）認定者数

※この健康寿命は、介護保険の要介護度の要介護2～ 5を不健康（要介護）
　な状態とし、それ以外を健康（自立）な状態とした「日常生活動作が自立し
　た期間の平均」としています（H30岐阜県）。

認知症
19.2%

筋・骨格系
17.1%

外傷
13.8%

脳血管疾患
13.5%

がん
9.6%

循環器系
7.1%

呼吸器系
3.4%

男

女

75歳 80歳

不健康な期間の平均
1.49年

平均寿命79.92年

健康寿命
78.43年

平均寿命86.06年

健康寿命82.78年 不健康な期間の平均
3.28年

85歳

図2
介護保険新規申請者の
主な原因疾患（H29）

図3　
高山市の平均寿命と健康寿命（H27）

問合  
高年介護課
☎57-5200

おもてなし国際化促進事業補助金を
ご活用ください！
　今年度、高山市おもてなし国際化促進事業補助金の補助
対象事業として、多言語ホームページの新規開設を追加しま
した。
●対象事業
•対象施設の屋内に設置される多言語の看板および案内板、
　パンフレット、商品メニューの新規製作
•多言語ホームページの新規開設（ただし、運営や管理に関
　する経費は除く）
•市内で実施する研修（国際化の促進に役立つもの）
●補助金額
•補助対象経費の3分の1以内の額（千円未満の端数は切捨）
•1事業あたりの限度額は10万円
•同一の補助対象者への補助金交付は年度内1回
●申込
　補助金を希望される方は、事業開始前に申請書に必要事項
を記入し、窓口へご提出ください。
※条件等の詳細については、HPをご覧ください。
問合  海外戦略課　☎35-3346   広報ID 1002530

戦争を風化させない・戦争を風化させない・
平和への思いを次世代に平和への思いを次世代に

市戦没者追悼式市戦没者追悼式
　戦争の歴史を風化させることなく、高山市における多く
の戦没者を慰霊するため、市戦没者追悼式を開催します。
どなたでもご参列いただけます。ぜひご参列ください。
日時

 
5月28日㈫　13：30～

場所  市民文化会館（昭和町1）
問合  福祉課　☎35-3356

「平和への絆」の鉦の打ち鳴らし
　市戦没者追悼式に先立ち、戦没者
への哀悼の意と平和への願いを表す
るため「平和への絆」の鉦を打ち鳴ら
します。
　鉦はどなたでも打ち鳴らしていた
だけます。ぜひご参集ください。
日時

 
5月28日㈫　正午

場所  市役所正面玄関前（花岡町2）
問合  協働推進課　☎35-3412　

予防可能な疾患が大半を
占めています
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―
―
い
ざ
と
い
う
時
こ
そ

　
　
　
　
　

  

町
内
会
―
―

　

困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る
の

が
身
近
な
町
内
会
で
す
。
町
内
会

で
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
に
向

け
た
活
動
や
環
境
美
化
活
動
、
親

睦
交
流
活
動
お
よ
び
行
政
か
ら
の

情
報
の
伝
達
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
社
会
経

済
の
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、
日

常
の
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
的
な

組
織
と
し
て
町
内
会
は
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
町
内
会
に
加
入
し
て
、

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
送
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
地

域
活
動
に
参
画
し
ま
し
ょ
う
。
新
し

い
人
と
の
出
会
い
や
人
と
の
つ
な
が

り
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
あ
な
た
を

助
け
て
く
れ
ま
す
。

みんなが主役の
まちづくり

町内会

　

平
成
30
年
度
中
は「
町
内
会
の
連
携
意
識
を
高
め
明

る
く
健
康
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、
町
内
会
の
連
携
強
化
と
活
発
な
地
域
づ
く
り

の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
の
架
け
橋
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
会
で
は
、こ
ん
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　

町
内
会
へ
の
ご
加
入
は
、
お
近
く

の
町
内
会
の
会
長
や
班
長
に
お
気
軽

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
危
険
箇
所
の
点
検
や
見
守
り
活

動
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
や
高
齢
者
の

交
通
事
故
の
防
止
、
防
犯
灯
の
設
置

や
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

突
然
起
こ
る
地
震
や
水
害
な
ど

の
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
に
よ
る
防
災
訓
練
の
実
施
、
消
防

団
活
動
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

住
民
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
さ
ま
ざ
ま
な

教
養
講
座
の
開
催
や
地
域
活
動
の
拠

点
と
な
る
町
内
会
集
会
施
設
の
維
持

管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
た
め

の
健
康
教
室
や
独
居
高
齢
者
世
帯
の

見
守
り
活
動
、
子
ど
も
会
活
動
へ
の

支
援
、
地
域
の
学
校
等
の
活
動
へ
の

協
力
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
行
政

機
関
な
ど
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ

な
ど
を
回
覧
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
課
題
な
ど
を
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
等
と
連
携
し
て
行
政
機
関

に
発
信
し
て
い
ま
す
。

地
域
安
全
活
動

環
境
美
化
活
動

自
主
防
災
活
動

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

地
域
福
祉
・
青
少
年
育
成
活
動

地
域
情
報
の
提
供
・
町
内
情
報
の
発
信
活
動

平
成
31
年
度

高
山
市
町
内
会
連
絡
協
議
会
役
員

　

平
成
31
年
４
月
23
日
に
開
催
さ

れ
た
高
山
市
町
内
会
連
絡
協
議
会

の
総
会
に
お
い
て
、次
の
と
お
り
今

年
度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。役

員
の
方
々
は
、協
議
会
が
取
り
組
む

活
動
の
決
定
や
、行
政
機
関
な
ど
と

の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

平成30年度
町内会長の
みなさまへ

次
の
ペ
ー
ジ
で
全
町
内
会
長

を
紹
介
し
ま
す
。

会　

長　

川か
わ

原は
ら　

正ま
さ

巳み（
新
宮
）

副
会
長　

高た
か

野の　

喜き

代よ

行ゆ
き（
山
王
）

　
　
　
　

金か
ね

井い　

一か
ず

雄お（
荘
川
）

　
　
　
　

森も
り

本も
と　

喜き

久く

男お（
高
根
）

議　

長　

中な
か

畑は
た　

稔み
の
る（
江
名
子
）

副
議
長　

長な
が

瀬せ　

真ま
こ
と人（
朝
日
）

会　

計　

野の

添ぞ
え　

克か
つ

良よ
し（
一
之
宮
）

書　

記　

大お
お

澤ざ
わ　

正ま
さ

孝た
か（
西
）

理　

事 　

 

中な
か

島し
ま　

進す
す
む（
東
）

　
　
　
　

丸ま
る

谷や　

和か
ず

俊と
し（
南
）　

　
　
　
　

鈴す
ず

木き　

安や
す
二じ（
北
）

　
　
　
　

溝み
ぞ

上か
み　

久き
ゅ
う
ぞ
う三（
三
枝
）

　
　
　
　

川か
わ

尻し
り　

好よ
し

明あ
き（
岩
滝
）

　
　
　
　

川か
わ

上か
み　

眞ま
こ
と（
花
里
）

　
　
　
　

田た

中な
か　

一か
ず

之ゆ
き（
丹
生
川
）

　
　
　
　

井い

口ぐ
ち　

直な
お

樹き（
清
見
）

　
　
　
　

中な
か

田だ　

昭あ
き

人ひ
と（
久
々
野
）

　
　
　
　

川か
わ

幅は
ば　

浩ひ
ろ

司し（
上
宝
）

　
　
　
　

近こ
ん

藤ど
う　

邦く
に

芳よ
し

　
　
　
　
　
　

 （
奥
飛
驒
温
泉
郷
）

監　

査　

大お
お

森も
り　

茂し
げ

樹き（
大
八
）

　
　
　
　

能の

登と

部べ　

佳よ
し

幸ゆ
き（
国
府
）

（
敬
称
略
）

今年度の役員のみなさん今年度の役員のみなさん

　

き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

管
理
や
道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の

美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合

町
内
会
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
　
　
（
協
働
推
進
課
内
）

　
　
　

☎
35-

３
４
１
２

問
合

町
内
会
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
　
　
（
協
働
推
進
課
内
）

　
　
　

☎
35-

３
４
１
２
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毎月19日は食育の日です
適切な塩分量を知りましょう（男性8g未満、女性7g未満、高血圧の方6g未満）

地区 役職 町内会名 氏　名

丹 

生 

川

下保 田屋　英樹
細越 中西　洋也
桐山 野口　広之
大萱 窪田　征幸
折敷地 森　　史彦
三之瀬 山下　誠治
呂瀬金山 坂上　陸雄
ひろ野 中井　繁司

◎ 田中　一之

清　

見

三日町 釜谷　勝己
牧ケ洞 田中　　猛
藤瀬 木戸　秀行
福寄 屋上　寿志
三ツ谷 洞垣内裕一
坂下 谷口　雅巳
巣野俣 櫻井　浩臣
楢谷 伊香　賢治
大原 中澤　治雄
上小鳥 隣垣　政道
夏厩 岩高　　勲
二本木 田中　信一
池本 南　　裕之

◎ 井口　直樹

荘　

川

六厩 清水　克敏
三谷 形部　弘和
三尾河 室谷　政憲
寺河戸 三島　　智
黒谷 下島　　稔
惣則 鈴木美智彦
一色 三島　孝三
猿丸 小倉　治彦
新渕 荒川　正美
町屋 阪下　和則
上野々俣 畑　　清士
下野々俣 渡辺　清光
中畑 石田　　進
牧戸 寺田　一朗
牛丸 杉下　義明
岩瀬 森下　久雄

◎ 渡邉　正範
◇ 金井　一雄

一 

之 

宮

位山 砂畑　敏幸
中央 森本　　修
山下 幅上　　稔
本通 山越　啓一
東 洞口　一則
一之宮 山腰　隆信

◎ 野添　克良
久
々
野

橋場 坂本　廣司
◎ 中組 中田　昭人

地区 役職 町内会名 氏　名

久 

々 

野

上組 大戸　重幸
西洞 青木　和夫
反保 今井　裕道
坂屋 和田野　茂
山梨 東山　　聡
久須母 榎　　亮至
引下 東　　　 誠
小坊 東　　雅博
大西 中谷　芳政
小屋名 長瀬　通泰
柳島 白田　孝雄
大坊 西野　　清
木賊洞 谷口　将騎
長淀 水口　慎一
渚 西　　悟郎
片籠 田之本　潤

朝　

日

見座 亀山　弘尚
小瀬 森田　高見
立岩 沖田　英隆
小谷 中家　政隆
甲 永瀬　正幸
万石 永橋　浩幸
上ヶ見 橋本　哲也
下青屋 森下　正樹
上青屋 永瀬　彰彦
寺澤 石原　　智
浅井 谷本　和彦
寺附 沼本　英男
大廣 古池　久寿
黒川 加藤　泰裕
一之宿 中井　和夫
西洞 中口　勇人
宮之前 岩畑　静香
桑之島 一本木國昭
胡桃島 中井　　猛

◎ 長瀬　真人

高　

根

中洞 中井　剛彦
中之宿 田中　五郎
猪之鼻 山下　一秋
上ケ洞 武藤　義雄
池ケ洞 松原　正人
黍生 中西　清一

◎ 阿多野郷 森本喜久男
野麦 谷　　恭一
日和田 小坂　　守
小日和田 山口　善範
留之原 下田　初秋

国 

府

三川 石坂　　要
上広瀬 宮下　勝彦
村山 下形　憲宜

地区 役職 町内会名 氏　名

国　

府

糠塚 家池　昌弘
金桶 大坪　利宏
瓜巣 井口　　誠
名張 馬場　明郷
宇津江 中畑　　薫
宇津江二区 井口　正幸
宇津江三区 森下　　隆
広瀬町 鈴木　幹宏
三日町 大門　秀樹
蓑輪 藤井　龍正
今 加茂野一夫
宮地 川田　　功
東門前 山下　靖浩
西門前 前田　正彦
八日町 坂田　久俊
漆垣内 反中　雅之
桐谷 上道　久志
半田 吉本　景一
木曽垣内 中村千代司
鶴巣 上道　　進
山本 神瀬　　寛

◎ 能登部佳幸

上　

宝

長倉 村山　和博
双六川 瀧脇　賢市
見座 和仁　松男
宮原 今井　幸夫
在家 池田　光彦
本郷 中本　　茂
吉野 本永　政樹
蔵柱 坂曽　路一

◎ 川幅　浩司

奥
飛
驒
温
泉
郷

平湯 中澤　　徹
福地温泉 端下　秀紀
一重ヶ根 岡田　弘貴
村上 板倉　明人
中尾 宮嶋　健文
新穂高 水波　　誠
神坂 谷口　一三
栃尾 奥村　正博
高原川 大嶋　利宏

◎ 近藤　邦芳

（平成31年4月1日現在） ◎：地区代表　◇：市町連専任



9
２０１９.５.１５

地区 役職 町内会名 氏　名

東

宗猷寺町 三宅　靖幸
天性寺町 門崎　隆司
愛宕町 蒲　　靖弘
若達町１丁目 島尻　達雄
若達町２丁目 牛丸　　勲
春日町 下田　正克

◎ 島川原町 中島　　進
堀端町 中村　竜治
馬場町 瀨川　雅也
吹屋町１丁目 武田　純一
吹屋町２丁目 上田　英明
大門町 志田　篤司
鉄砲町 古川　雅宏

西

下一之町 細江　輝雄
下二之町 廣瀨　浩二
下三之町 古橋　直彦
桜町 大沼　友博
八幡町 上野　暢夫
大新町１丁目 西村　　尚
大新町２丁目 星文　達守
大新町３丁目 井口　雅雄
本町２丁目 大西　一彦
本町３丁目 島尻　辰彦
本町４丁目 住　　幸司
有楽町 森部　敏康
相生町 森安宏太郎
花川町 五ケ山昭彦
名田町６丁目 山越　　仁
末広町 川上　正憲
朝日町 鈴木　雅成

◎ 七日町１丁目 大澤　正孝
七日町２丁目 清水　秀一
七日町３丁目 小林　隆夫
神田町１丁目 小瀨　正嘉
神田町２丁目 小池　幸司
総和町１丁目 中家　勝仁
総和町２丁目 剱田　廣喜
初田町１丁目 見座田利之
初田町２丁目 大下　正三
花岡町１丁目 上仲　豊和
昭和町２丁目 上田　桂三

南

川原町 中島　重雄
西町 中村　健史
本町１丁目 河本　敏明
八軒町１丁目 保谷　卓也
八軒町２丁目 切手　博之
八軒町南 加藤　幸一
名田町４丁目 斎藤　　章
名田町５丁目 垣内　博昭
天満町４丁目 吉田　幸泰

地区 役職 町内会名 氏　名

南

天満町5・6丁目 寳田　延彦
花里町４丁目 島　　良明
花里町５丁目 大塚　　敦
花里町６丁目 清水　義敏
昭和町１丁目 上屋　修一
昭栄町 中川　俊幸

◎ 上岡本町 丸谷　和俊
中岡本町 田中　英夫
緑ケ丘町1丁目 津田　尚幸
緑ケ丘町2丁目 森下　　誠
松原町 井上　紀男

北

大新町４丁目 門前　剛二
大新町５丁目 宇次原清明
総和町３丁目 小林　敦志
初田町３丁目 塩屋　隆治
花岡町３丁目 田畑　正敏
下岡本町 峠　　幸夫
桐生町 山下　敏昭
本母町 白川　　勇
冬頭町 大洞　　誠
松本町 長瀨　隆司

◎ 有斐ケ丘町 鈴木　安二
中山町 小瀬　光則

山　

王

◎ 森下町 高野喜代行
上神明町 新井　克彦
下神明町 古橋　　克
上一之町 長澤　直彦
上二之町 佐藤　義夫
上三之町 住　　　 隆
片原町 大村　和弘
片野町 澤邊　惠秀
石浦町 寺山　紀男

江 

名 

子

下江名子町 寺田　一夫
上江名子町 山崎　弘夫
山口町 池本　孝義
錦町 山岡　吉男
荏名団地町 壽崎　伸行

◎ 中畑　　稔

新　

宮

下林町 大下　秀幸
山田町 新田　八郎
夕陽ケ丘町 井上　憲和
下之切町 定塚　文晴
新宮町 銅島　　悟
八日町前原町 山下　秀治
新原山町 伊佐次良則
新星町 野口　　隆
自由ケ丘町 橋詰　　修

◎ 川原　正巳
三
枝

下切町 山口　忠夫
旭ケ丘町 松田　義彦

地区 役職 町内会名 氏　名

三　

枝

中切町 山之下丈典
上切町 坂口　浩司
赤保木町 清水　喜之
見量町 黒林　一美

◎ 溝上　久三

大　

八

上野町 水本　　甫
松之木町 倉家　尚彦
大洞町 山本　恵一
漆垣内町 川尻　真澄
塩屋町 横谷　尚毅
大島町 加藤　茂伸
天堤町 三ツ橋　努
三福寺町 三島　清造
東山町 藤原　文男
長坂町 渡邊　義盛
曙町 菊池　憲治
日の出町 阪上　茂樹
松之木守ケ丘町 山下　修三
下三福寺町 中谷　　豊
東栄町 谷口　精一
東山台 金澤　　滋

◎ 大森　茂樹

岩　

滝

◎ 滝町 川尻　好明
生井町 栃原　秀男
岩井町 取替　惣一

花　

里

上川原町 野戸　　修
名田町1・2丁目 加藤　裕嗣
名田町３丁目 藤木　　誠
花里町１丁目 中垣内隆夫
花里町２丁目 鷲見　長衛
花里町３丁目 稲田　弘久

◇ 千島町 川上　　眞
◎ 西之一色町 坂上　　修

丹 

生 

川

久手 大宮　民安
岩井谷 田中　　稔
旗鉾 西畑　広行
駄吉 川瀨　寿雄
日面 河合　信行
板殿 大西　正紀
白井 御厩　　昌
根方 朝田　真雄
小野 東　　英之
大谷 豊住　一彦
瓜田 橋本　純一
法力 岩田　　孝
北方 今井　博樹
坊方 栃原　正幸
山口 東野　良次
町方 岩平　盛男
新張 岡田　武司

平成31年度 町内会長のみなさん （敬称略）

こころの体温計でストレス度を簡単チェック！
QRコードからアクセス ▼
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市役所では、5月13日から地球温暖化防止と省エネ対策の一環として、「クールビズ」を実施しています

【試験日程等】 

【試験案内、受験申込書の配布】
インフォメーション（本庁1階）、総務課（本庁4階）、各支所地域振興課、市HPで配布
問合  総務課　☎35‒3133　広報ID 1008397

　より多くの方に受験いただくため、募集枠の新設等一部変更を行いました。
　高山市を愛し、高山市の発展に向けて熱意をもって取り組む人材を求めます。
【試験区分、採用予定人数および受験資格】　
各区分とも国籍および障がいの有無にかかわらず、受験資格に適合する方であれば受験可能です。

令和２年度採用 市  職  員  募  集

一次試験（予定） 二次試験（予定） 受験申込受付期間

試験日程① 6月29日㈯ ※すべての職種
6月30日㈰ ※保育士のみ ８月中旬 ５月１５日㈬～６月１４日㈮まで

試験日程② ９月22日㈰ 10月下旬 ８月１日㈭～23日㈮まで

試 験 区 分
受 験 資 格 募集

人数
試験
日程年齢要件（生年月日区分） 資 格 等 要 件

事　

務

A①(大卒程度） 平成2年4月2日から
平成10年4月1日までに生まれた方 ・大学卒業程度の学力を有する方 4人

程度

①

A②
(民間経験等）

昭和59年4月2日から
平成2年4月1日までに生まれた方

次のすべてに該当する方【要件変更】
①大学卒業程度の学力を有し、民間企業・官公庁等における職務
　経験が通算5年以上の方
②令和元年5月1日現在、飛驒地域外に在住し、採用後高山市内
　に居住する意向のある方

2人
程度

技　
　
　
　

術

農業
（大卒程度）

昭和54年4月2日から
平成10年4月1日までに生まれた方

次のいずれかに該当する方
①大学卒業程度の学力を有し、農業に関する分野を専攻された方
②普及指導員の資格を有する方

1人
程度

土木
（大卒程度）

平成2年4月2日から
平成10年4月1日までに生まれた方

次のいずれかに該当する方
①大学卒業程度の学力を有する方
②土木施工管理技士（１級または２級）の資格を有する方、または受
　験資格を有する方 3人

程度
建築

（大卒程度）
平成2年4月2日から
平成10年4月1日までに生まれた方

次のいずれかに該当する方
①大学卒業程度の学力を有する方
②建築士（１級または２級）の免許を有する方、または受験資格を有する方

土木
（民間経験等）

昭和54年4月2日から
平成2年4月1日までに生まれた方

次のすべてに該当する方
①民間企業・官公庁等における土木工事の設計、施工管理に携わっ
　た職務経験が通算5年以上の方
②令和元年5月1日現在、飛驒地域外に在住し、採用後高山市内
　に居住する意向のある方　 3人

程度
建築

（民間経験等）
昭和54年4月2日から
平成2年4月1日までに生まれた方

次のすべてに該当する方
①民間企業・官公庁等における建築関連業務に携わった職務経験
　が通算5年以上の方
②令和元年5月1日現在、飛驒地域外に在住し、採用後高山市内に
　居住する意向のある方

資　

格　

免　

許

獣医師 昭和44年4月2日以降に生まれた方 ・獣医師免許を有する方、または令和2年3月31日までに免許を
　取得見込みの方で、普通自動車運転免許証を有する方

2人
程度

看護師 昭和49年4月2日以降に生まれた方 ・正看護師免許を有する方で、5年以上の実務経験のある方 1人
程度

保育士
（短大卒程度）

平成2年4月2日から
平成12年4月1日までに生まれた方

・保育士資格を有する方、または令和2年3月31日までに資格を
　取得見込みの方

2人
程度

保育士（経験者）
【新設】

昭和49年4月2日から
平成2年4月1日までに生まれた方 ・保育士資格を有する方で、5年以上の実務経験のある方 2人

程度
社会福祉士
【新設】 昭和59年4月2日以降に生まれた方 ・社会福祉士資格を有する方、または令和2年3月31日までに資

　格を取得見込みの方
1人
程度

公認心理師
【新設】 昭和59年4月2日以降に生まれた方 ・公認心理師資格を有する方、または令和2年3月31日までに資

　格を取得見込みの方 1人
程度臨床心理士

【新設】 昭和59年4月2日以降に生まれた方 ・臨床心理士資格を有する方、または令和2年3月31日までに資
　格を取得見込みのかた

事　

務

B
（高卒程度）

平成10年4月2日から 
平成14年4月1日までに生まれた方 ・高校卒業程度の学力を有する方 2人

程度

②

Ｃ（高卒程度、
身体障がい者）

昭和54年4月2日から
平成14年4月1日までに生まれた方

次のすべてに該当する方
①高校卒業程度の学力を有する方
②身体障害者手帳の交付を受けている方

1人
程度

技　

術

土木（高卒程度） 平成10年4月2日から 
平成14年4月1日までに生まれた方 ・高校卒業程度の学力を有する方 3人

程度建築（高卒程度）

救急救命士 昭和59年4月2日以降に生まれた方 ・救急救命士免許を有する方、または令和2年3月31日までに免
　許を取得見込みの方

2人
程度

消防 昭和59年4月2日から
平成14年4月1日までに生まれた方 ・高校卒業程度の学力を有する方 1人

程度
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火災等発生時に、発生場所や状況をご確認いただけます。 ☎0180-995-911

飛
驒
の
里「
車
田
の
田
植
え
」

　

車
の
輪
の
よ
う

に
丸
く
植
え
て
い

く「
車く

る
ま

田だ

」の
田
植

え
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
餅
の
振
る

舞
い
も
あ
り
ま
す
。

期
日

５
月
19
日
㈰

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で

　

き
る
も
の
を
窓
口
で
掲
示
す
る
と

　

入
館
無
料
で
す
。

問
合

飛
驒
民
俗
村

         

☎
34-

４
７
１
１

飛
驒
高
山
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　

国
内
外
で
活
躍
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
を
招
へ
い
す
る
ほ
か
、
フ
ー
ド
や
ド

リ
ン
ク
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

期
日

５
月
25
日
㈯

時
間

正
午
〜
午
前
０
時

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
入
場
に
は
、
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
と

　

な
り
、
飛
驒
高
山
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

　

テ
ィ
バ
ル
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か

　

ら
お
求
め
く
だ
さ
い
。

問
合

飛
驒
高
山
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
　
　

バ
ル
実
行
委
員
会

　
　
　

☎
０
９
０-

５
０
６
５-

０
５
９
５

城
山
公
園
歴
史
散
策

〜
高
山
城
の
石
垣
痕
跡
を
探
訪
〜

　

飛
驒
国
領
主
金
森
公
が
16
年
の
歳

月
を
か
け
築
城
し
た
高
山
城
に
、
現

存
す
る
幾
つ
か
の
石
垣
と
そ
の
跡
に

つ
い
て
、
講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
城
山
公
園
を
散
策
し
ま
す
。

期
日

５
月
26
日
㈰

時
間

午
前
10
時
〜
正
午（
午
前
９
時

　
　
　

45
分
ま
で
に
城
山
公
園
二
の

　
　
　

丸
公
園
に
集
合
）

講
師

田た

中な
か

彰あ
き
ら

さ
ん

　
　
　
（
市
史
編
纂
専
門
員
）

申
込

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
TEL

※
小
雨
決
行
、
参
加
無
料
で
す
。

※
雨
の
程
度
に
よ
っ
て
は
講
師
に
よ

　

る
金
森
史
の
説
明
と
記
念
品
の
配

　

布
と
し
ま
す
。

問
合
（
一
財
）高
山
市
施
設
振
興
公
社

　
　
　

☎
32-

０
４
０
６

お
も
し
ろ
歴
史
教
室

　

高
山
陣
屋
で
の
体
験
型
歴
史
教
室

で
す
。
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
現
場

で
楽
し
く
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

６
月
の
毎
週
土
曜
日

　
　

  

（
６
月
15
日
を
除
く
・
全
４
回
）

※
一
部
の
日
程
の
み
の
参
加
も
可

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

高
山
陣
屋（
八
軒
町
１
）

対
象

小
学
４
年
〜
６
年
生
の
児
童

　
　
　

と
そ
の
家
族

定
員

各
回
20
人（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
込

５
月
28
日
㈫
ま
で
に
TEL
・
FAX

　
　

（
参
加
希
望
回
、氏
名
、学
校
名
、

　
　
　

学
年
、住
所
、電
話
番
号
を
明

　
　
　

記
）

問
合

高
山
陣
屋
管
理
事
務
所

　
　
　

☎
32-

０
６
４
３

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
32-

０
６
１
２

第
47
回
み
ど
り
と
親
し
む
日

松
倉
山
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　

６
月
第
１
日
曜
日
は
高
山
市
の「
み

ど
り
と
親
し
む
日
」で
あ
る
こ
と
か

ら
、
松
倉
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。

期
日

６
月
２
日
㈰

内
容

午
前
７
時
か
ら
11
時
ま
で
の

間
で
、
松
倉
遊
歩
道
か
ら
松

倉
山
山
頂
を
歩
い
た
先
着

３
０
０
世
帯
の
方
に
、
松
倉

シ
ン
ボ
ル
広
場
で
苗
木
を
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化
相

談
員
に
よ
る
苗
木
や
花
に
関

す
る「
緑
の
相
談
室
」も
開
設

し
ま
す
。

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

※
雨
天
の
場
合
は
９
日
に
延
期
し
ま

　

す
。
９
日
も
雨
天
の
場
合
は
中
止

　

し
、
代
わ
り
に
午
前
９
時
か
ら
正

　

午
ま
で
の
間
、
市
役
所
正
面
玄
関

　
（
元
高
山
警
察
署
側
）に
て
苗
木
を

　

無
料
配
布
し
ま
す
。

問
合

都
市
計
画
課

　
　
　

☎
35-

３
１
８
０

　

上
宝
町
岩
井
戸
は
付
近
の
山
中
に

岩
屋（
岩
宿
）が
あ
り
、
岩
宿
が
岩
井

戸
に
変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
岩
屋
は
笠
ヶ
岳
を
再
興
し

槍
ヶ
岳
を
開
い
た
播
隆
上
人
が
修
行

し
た
場
所
で
す
。

　

岩
井
戸
の
川
原
に
近
い
と
こ
ろ
に

高
山
市
の
天
然
記
念
物
の
夫
婦
岩
が

あ
り
、
付
近
に
は
、
巨
大
な
れ
き
が

た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
巨
大
れ
き
は
、
大
ま
か
に
山
裾

に
近
い
も
の
と
、
高
原
川
の
中
に

ま
で
転
が
っ
た
も
の
と
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
よ
う
で
す
。

　

高
原
川
の
川
筋
は
移
動
を
繰
り
返

し
た
の
で
し
ょ
う
。
夫
婦
岩
の
表
面

は
流
れ
る
他
の
れ
き
に
磨
か
れ
て
滑

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夫
婦
岩
の

脇
の
大
き
な
岩
に
は
、
社
が
ま
つ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
巨
大
れ
き

は
、
尾
根
筋
の
高
み
か
ら
転
が
り
落

ち
た
も
の
で
、
落
下
す
る
様
子
は
壮

絶
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

北
側
の
尾
根
を
見
る
と
、
中
腹
と

尾
根
筋
近
く
の
二
か
所
に
、
巨
大
れ

き
を
も
た
ら
し
た
岩
壁
が
見
え
ま

す
。
岩
盤
は
、
上
宝
火
砕
流
堆
積
物

と
呼
ば
れ
、
福
地
温
泉
近
く
で
64
万

年
前
に
活
動
し
た
火
山
の
大
規
模
な

火
砕
流
が
堆
積
し
た
も
の
で
す
。
高

温
の
火
砕
流
は
、
溶
け
た
状
態
に
近

い
火
山
灰
が
高
い
密
度
で
流
れ
ま

す
。
流
れ
が
止
ま
っ
て
堆
積
す
る
と

き
、
再
び
溶
け
合
っ
て
岩
盤
に
な
り

ま
す
。

　

高
温
の
岩
盤
は
冷
え
固
ま
る
時
に

収
縮
し
ま
す
。
す
る
と
、
岩
盤
の
内

部
に
は
互
い
に
引
っ
張
り
合
う
力
が

生
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
垂
直
方
向

に
節
理
と
呼
ば
れ
る
規
則
的
な
割
れ

目
が
で
き
、
時
に
は
岩
石
が
割
れ
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。北
側
の
岩
壁
は
、

節
理
面
か
ら
外
側
の
岩
盤
が
崩
落
し

た
跡
な
の
で
し
ょ
う
。

　

中
腹
か
ら
落
ち
た
も
の
は
山
裾

に
、
尾
根
筋
近
く
か
ら
落
ち
た
も
の

は
高
原
川
ま
で
転
が
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

直
井
幹
夫
）

岩
盤
か
ら
落
下
し
た
夫
婦
岩

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
17
章
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会

☎
０
５
７
８‒

８
４‒

０
０
３
８

問
合

新
緑
の
イ
ベ
ン
ト
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ 情報情報ののひろばひろば

広告

いのち・サポートひだ『こころの電話相談』 ☎36-4670（毎週土曜日 午後7時～10時）

講座・講演会
知って得する！自然エネル
ギーの地域利用促進研修会
　自然エネルギーの利活用やエネル
ギーの地産地消のメリットなどを特定非
営利活動法人地域再生機構副理事長平

ひら

野
の

彰
あき

秀
ひで

さんにお話しいただきます。
参加料  無料
定員  30人程度
申込 下記の期限までにTEL ･ ハガキ ･ MAIL
問合  環境政策推進課　☎35-3533
Mail:kankyouseisaku@city.takayama.lg.jp
●久々野支所（久々野町無数河）
日時 6月7日㈮　19：00～20：30
申込期限 6月5日㈬
●丹生川支所（丹生川町坊方）
日時  6月14日㈮　19：00～20：30
申込期限  6月12日㈬

高山市公式LINEを
開設しました

問合 広報情報課
　　   ☎35‒3134

防災情報やイベント情報などを
あなたのスマホへお届けします。

高齢者健康教室（ひざ腰元気教室）
　高齢期の健康管理のポイントや認知
症予防について学びます。
対象  市内在住の65歳以上の方
参加料  無料
申込  5月30日㈭までに TEL

●市保健センター（花岡町2）
日時 6月6日～11月21日までの毎週
　　  木曜日13：30～15：30
定員  15人
問合  福祉サービス公社
        ☎36-2940
●総合福祉センター（昭和町2）
日時 6月7日～11月15日までの毎週    
　　   金曜日9：30～11：30
   定員  8人
問合  社会福祉協議会
        ☎35-0294

消費税の軽減税率制度の
説明会を開催します
期日 6月7日㈮、7月8日㈪、8月7日㈬、
　　　9月4日㈬
時間  午前の部　11：00～12：00
　　　午後の部　13：30～14：30
※各日付、午前午後の説明内容は同一
　です。
場所  市民文化会館4-4会議室
　　  （昭和町1）
定員  各回30人（申込不要、先着順）
問合  高山税務署　☎32-1021

女性青少年会館講座
対象  市内在住・在勤の方
場所  女性青少年会館（花里町1）
申込 下記の期限までに窓口･ TEL ･ FAX ･
　　　　　 MAIL（講座名、氏名、住所、電話番
　　　号、生年月日を明記）
問合  女性青少年会館
　　  ☎32-0394　FAX35-2394
         Mail:info@takayama-home.jp
●ピラティス講座
期間   6月18日～8月27日までの毎週

火曜日（7月23、30日、8月13日
を除く・全8回）

時間  10：00～11：00
定員  20人（超えた場
　　　合は抽選）
参加料  3,500円（保険料含む）
申込期限  5月29日㈬
●はじめてのWord・Excel講座
期日
•はじめてのWord講座
　6月20日～7月18日までの
　毎週木曜日
•はじめてのExcel講座
　6月21日～7月19日までの
　毎週金曜日
時間 10：00～12：00　 定員 各8人
参加料  2,500円（テキスト代）
申込期限  5月29日㈬
●飛驒産のお肉を使った料理講座
日時  6月26日㈬　10：00～13：00
定員  20人（超えた
　　  場合は抽選）
参加料  1,000円
申込期限  6月2日㈰

楽しむスポーツ教室
「空手道初心者教室」
対象  小学生以上の一般市民・在勤者
　　（小中学生は保護者同伴）
期間  6月12日～7月24日までの毎週
　　  水曜日（全7回）
時間  19：30～21：30
場所  ビッグアリーナ
        （中山町）
参加料  1,000円（保険料）
定員  20人（超えた場合は抽選）
申込 5月31日㈮までに窓口、TEL
問合  （一財）高山市体育協会
　　　☎34-3333

対象 市内に在住・在勤で35歳までの方　　場所 勤労青少年ホーム（花里町１）
申込方法 5月30日㈭までに来館・TEL・FAX・MAIL（講座名、登録番号、氏名、住所、　
　　　 　  電話番号、年齢を記載）
※定員を超えた場合は抽選となります。
※今年度の傷害保険料を納めていない方
　は材料費のほか1,850円が必要です。

講　座　名 回数 定員 材料費 開始時刻 期　　日

火
バランスボール 7 16 ３００円 19:30 6/18,25 7/2,9,16,23,30
パンとスイーツ 6 16 ３，6００円 19:00 6/18,25 7/2,9,16,23

水
ハタヨガ 7 20 － 19:30 6/19,26  7/3,10,17,24,31
実用書道 7 15 ５００円 19:00 6/19,26  7/3,10,17,24,31
バドミントン 7 15 700円 19:30 6/19,26  7/3,10,17,24,31

木
陶芸 4 20 １回 300～1,000円位 19:00 7/4,11,18,25

ハーバリウム 1 10 １，5００円 19:00 6/27
茶道（裏千家） 6 15 1,800円 19:00 6/20,27  7/4,11,18,25

金
ゆかた 3 15 － 19:00 6/21,28  7/5

バドミントン 7 15 700円 19:30 6/21,28  7/5,12,19,26  8/2
かんたん家庭料理 2 16 2,000円 19:00 6/21  7/12

※日程など変更になる場合がありますのでお問い合わせください。

平成31年度 勤労青少年ホーム 第2回講座（6月～7月分）

問合  勤労青少年ホーム
　　  ☎32‒0394　FAX35‒2394
　　  Mail：info@takayama-home.jp
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屋外防災無線の内容は電話でもご確認いただけます。☎35-6000

2019夏  飛驒地域就職ガイ
ダンス（第1弾）
参加企業ごとに

ブースが設けてあ
り、人事担当者と
直接面談できます。
（入場無料、申込不
要）
対象 UIJターン就職希望者、一般求
　　   職者、新規学卒者
日時  6月18日㈫　13:30～16:00
場所  市民文化会館（昭和町1）
問合  商工課　☎35-3144

事業主を対象とした新規学
校卒業者対象求人説明会
　令和2年新規学校卒業者に対する求
人取扱いや採用選考、各種助成金等
の説明会を開催します。採用をお考え
の事業主の方はぜひご参加ください。
（入場無料、申込不要）
期日  5月29日㈬
時間  10:00～ 12:00 市内事業所　
　　　13:30～ 15:30 市外事業所
場所  飛驒・世界生活文化センター
　　　（千島町）
問合  ハローワーク高山
　　  ☎32-1144

まちづくりの勉強会（第10回）
　まちづくりに関する知識の向上や将
来の高山を担う人材の発掘、育成など
を図ります。
日時 5月29日㈬　19:30～ 21:30
場所  市役所（花岡町2）
テーマ  「高山の未来のための都市（ま

ち）づくり～30年後（2050年）
の高山、何を目指して生きる
んや～」

対象  高校生以上で趣旨に賛同、興味
　　  がある方
申込  5月23日㈭までに TEL ･ FAX ･ MAIL
問合  都市計画課
　　  ☎57-7444　FAX35-3168
Mail:toshikeikaku@city.takayama.lg.jp

指定管理者制度
評価審査会委員の募集
　指定管理者が管理する公の施設に
ついて、利用者の立場から業務の実
施状況を点検・評価していただく委員
を募集します。
応募資格　満20歳以上で高山市に1
年以上居住している方（市の指定管理
団体の役員・従業員などをされている
方は応募できません。その他詳細は
お問い合わせいただくか、市 HPをご
覧ください）。
募集人員　1人
任期  委嘱の日～令和3年3月31日
申込 申込用紙に必要事項を記入のう
　　　え、5月29日㈬までに窓口・FAX・
　　　郵送 ･ MAIL
※申込用紙や募集要項は行政経営課 
　（本庁4階）、各支所地域振興課に
　あるほか、市HPからもダウンロード
　できます。
問合  行政経営課
　　　☎35-3040　FAX35-3162
Mail gyouseikeiei@city.takayama.lg.jp
　　　広報ID 1010833

募　　　集
あなたと仕事の園結び
保育のしごと見学会
　市内の保育園で働きたい方や保育
の仕事に関心がある方などを対象に、
施設見学や現職保育士とのお話し会を
行います。
日時 6月6日㈭　10：00～14：00
場所  中山保育園（下岡本町）
参加料  300円程度（昼食代）
申込  申込書に必要事項を記入のうえ、
5月30日㈭までに提出してください。申
込書は各保育園、子育て支援課（本庁1
階）にあります。
※託児あり（無料）
問合  岐阜県保育士・保育所支援
        センター　☎058-214-8902

高山・デンバー姉妹都市提携60周年記念事業協賛金
を募集します
　市は、令和2年にデンバー市（アメリカ）と姉妹都市提携を締結
してから60周年の節目を迎えます。そこで、「高山・デンバー姉
妹都市提携60周年記念事業実行委員会」を設立し、両市の友好
の絆を次の世代へと繋いでいくための取組みとして、昭和39年
にデンバー市へ贈呈した2/3スケールの高山祭の屋台模型を、
高山工業高校の生徒などの協力を得て補修します。つきましては、
事業実施のための協賛金を募集しますので、皆様のご支援をお願いします。
協賛金額　一口5,000円
※ご支援いただいた方々の名前をデンバー設置屋台模型と共に展示するほか、60
　周年記念事業の広告物に名称を掲載する予定です（掲載を希望されない方は申
　込書にその旨の記入要）
申込 令和2年3月末日までに、申込書に必要事項を記入のうえ、窓口へ提出。
※申込書は海外戦略課（本庁2階）またはHPよりダウンロードできます。
問合  海外戦略課　☎35-3346　広報ID 1002519

職種区分　乗鞍高原管理業務嘱託員　主たる勤務地　高山地域
募集人員　1人　雇用期間　7月1日～令和2年3月31日
業務内容　乗鞍高原施設内の索道施設、専用水道施設の維持管理業務および事
　　　　　務処理
申込　申込書に必要事項を記入のうえ、6月3日㈪までに窓口・郵送

※募集案内・申込書はインフォメーション（1階）、総務課（4階）、各支所地域振興
　課にあるほか、市HPからもダウンロードできます。
※その他の詳細は、募集案内をご覧ください。
問合  総務課　☎35-3133　広報ID 1009101

非 常 勤 職 員 募 集

みなさんの「想い・願い」をしっかりと受け止め
こころのふるさと飛驒高山のまちづくりに活かします。

ふるさと納税で
飛驒高山を応援してください
飛驒高山ふるさと基金への寄附受付状況

（平成31年1～4月分）
寄附件数　742件

寄附金総額 10,316,000円
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ヒッツFM（76.5MHz）「おもてなしの英会話」毎週火～木曜日8：25～、17：55～放送中
テキスト版を市HPで公開しています（広報ID 1005316）

5月31日は世界禁煙デーです
　毎年5月31日は、世界保健機関
（WHO）が定める「世界禁煙デー」で
す。日本では、この日から始まる1週間
（5月31日～6月6日）を「禁煙週間」と
定め、禁煙の普及啓発活動を実施して
います。
　喫煙や受動喫煙は、がんや心臓病、
脳卒中等の原因となるだけでなく、低
出生体重児や早産などの周産期の異
常、乳幼児突然死症候群（SIDS）等の原
因にもなっています。
　たばこは、喫煙する本人だけでなく、
周囲の人の健康にも影響を及ぼしま
す。この機会に禁煙にチャレンジしま
しょう。
問合  健康推進課　☎35-3160

大規模開発構想届の縦覧
（仮称）初田プロジェクト
開発事業者  株式会社 マリモ
　　　　 代表取締役　深

ふか

川
がわ

真
まこと

内容 ホテルの新築
場所 初田町2丁目51番外7筆
延床面積  3,382.97㎡
閲覧場所  建築住宅課（本庁3階）
閲覧期間  5月29日㈬まで
意見書提出期限  6月5日㈬
問合  建築住宅課　☎35-3159

毎年5月17日は「高血圧の日」、
毎月17日は「減塩の日」です
　高血圧はほとん
ど症状がないた
め、放っておくと進
行し、生命に関わ
る重篤な病気を引
き起こします。
　日本人の三大死
因のうち二大疾患である脳卒中や心臓
病を引き起こすほか、腎臓にも障害を
きたします。
　日本高血圧学会では、毎年5月17日
を「高血圧の日」と制定しています。高
血圧の理解を深め、健康な生活を送る
ための生活習慣の改善と家庭血圧測
定を促しています。
　さらに、高血圧予防、改善において
「減塩」は欠かせないことから、毎月
17日を「減塩の日」とし、減塩目標を6ｇ
未満としています。
　市では、市の特定健康診査、高山市
健康診査、中学3年生健康診査で、尿中
塩分測定による1日食塩摂取量（推定）
検査を実施し、減塩への取組みを行っ
ています。
　健康診査を受診して、健康づくり、生
活習慣の改善に役立てましょう。
問合 健康推進課　☎35-3160

平成30年度情報公開の
実施状況
　市情報公開条例および市個人情報
保護条例の規定に基づいた、情報公開
の実施状況は下記のとおりです。
●行政情報公開の実施状況
▼情報公開の請求…182件（公開32
　件、部分公開26件、非公開3件、却下
　121件）
※非公開案件については、個人に関す
　る情報等を含むことによるもの。
※却下案件については、文書不存在等
　によるもの。
▼審査請求…0件
●個人情報開示などの実施状況
▼開示請求…10件（開示7件、部分開
　示1件、不存在2件）
▼審査請求…0件
▼個人情報取扱事務の届出…12件
問合 総務課　☎35-3133

募　　　集お  し  ら  せ
地域資源である自然エネル
ギーの活用を支援します！！
　「高山市新エネルギービジョン」の目
指す姿である「市民誰もが身近で豊か
な自然を利用し、自然エネルギーの利
用による暮らしの豊かさを実感できる
まちづくり」を推進するため、地域で自
然エネルギーの導入に取り組む団体を
対象に、アドバイザー派遣や調査設計
に要する経費の助成、施設整備資金融
資制度等を設けています。詳しくはお
問い合わせください。
問合  環境政策推進課　☎35-3533

リフォーム製品フェア
　リフォーム製品の販売と修理したお
もちゃの無償提供があります。
応募資格 市民の方（分類ごと1人1点
　　　　  応募できます）
応募期間
5月13日㈪～18日㈯　8：30～16：00
5月19日㈰　10：00～12：00
抽 選 会 5月19日㈰　13：00
※当選者には電話連絡するほか、市HP
　に当選者の整理番号を掲載します。
場所  資源リサイクルセンター内
　　   リフォームセンター（三福寺町）
問合  資源リサイクルセンター
　　  ☎35-1244
        広報ID 1001256

図書利用カードの有効期間
が5年間になりました
　図書利用者の登録情報を、更新時
に最新で正確なものにし、適正に管理
するため、図書利用カード登録時から
の有効期間を5年間に定めました。登
録から5年が経過された方は更新手続
きが必要になります。
更新手続き開始日　6月1日㈯から
場所　市図書館「煥章館」、各分館窓口
持ち物　図書利用カード、本人確認書
　　　　類（免許証など）

第2回  上映会
「日の名残り」
（1993年イギリス・134分）
※「みんなでシネマ」上映会
日時  5月18日㈯
        14：00～、19：00～
場所 市図書館「煥章館」（馬場町2）
定員  100人（入場無料、申込不要）

図書館からのお知らせ 問合  市図書館「煥章館」
        ☎32-3096
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ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と 15日の午前6時～ 7時・午後10時～ 11時

日本赤十字社高山市地区事務局
（福祉課内） ☎35‒3356

義援金の募金箱を設置しています
　市では、災害により被災された方を
支援するために、本庁・各支所に義
援金箱を設置しています。
　集まった義援金は、日本赤十字社
岐阜県支部を通じて被災された方々
に届けられます。

問合

5月・6月のこよみ
5月15日㊌ 乗鞍岳山開き祭

18日㊏ リサイクル資源回収（西小PTA、江名子小PTA、三枝小PTA、岩滝小PTA）
19日㊐ リサイクル資源回収（朝日小中PTA合同、栃尾小PTA）
20日㊊ 乗鞍山麓五色ヶ原の森開山祭
25日㊏ リサイクル資源回収（国府小PTA、東山中PTA）
26日㊐ リサイクル資源回収（日枝中PTA）

第3回飛驒高山文化芸術祭こだま～れ2019
オープニングセレモニー（市民文化会館）

28日㊋ 高山市戦没者追悼式・「平和への絆」の鉦の打ち鳴らし
6月1日㊏ リサイクル資源回収（北小PTA、新宮小PTA）
2日㊐ 2019泣き相撲飛驒高山場所
4日㊋ 市議会定例会
8日㊏ リサイクル資源回収（中山中PTA、丹生川中PTA）
9日㊐ 第8回飛驒高山ウルトラマラソン

《今後の予定》　
第15回高山市消防操法大会（6月16日・飛驒エアパーク）
土砂災害・全国防災訓練（6月23日・清見地区）

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更となる場合があります。また、議題など詳細についても担当課へお問い合わせください。

義援金名称 募金箱設置期間
7月豪雨災害義援金 6月28日㈮まで
北海道胆振東部地震
災害義援金 9月30日㈪まで

熊本地震災害 2020年3月31日㈫まで
東日本大震災 2020年3月31日㈫まで

犯罪被害者相談会
日時  5月22日㈬　11：00～15：00
場所  市役所（花岡町2）
当日受付 協働推進課（本庁3階）窓口
　　　　  へお越しください。
※相談無料、事前申込不要
問合  ぎふ犯罪被害者支援センター
　　   ☎0120-968-783

弁護士無料法律相談会
対象  市内在住の方
日時  6月18日㈫　13：00～16：00
場所  市役所（花岡町2）
定員  9人（超えた場合は抽選）
申込  6月11日㈫までに TEL
問合  福祉課　☎35-3139
　　  広報ID 1004899

相　　談

委員会・審議会を公開しています 公開予定の委員会・審議会
開催日 会議名ほか 担当課

5月28日㈫ 農業委員会
13：30～　上宝支所　2階大会議室

農業委員会事務局
☎35-3141

5月29日㈬ 社会教育委員定例会議
15：00～　市役所　3階行政委員会室

生涯学習課
☎35-3155

5月30日㈭ 教育委員会
13：30～　市役所　3階行政委員会室

教育総務課
☎35-3153

5月1日現在の人口
総人口
男
女
世帯数

88,016人
42,011人
46,005人
35,800世帯

（‒ 794）
（‒ 341）
（‒ 453）
（+212）

（　）内は前月比

全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所開設
＝毎年6月1日は人権擁護委員の日です＝

　いじめや体罰、差別問題、家庭内や近隣間でのもめごとなど、身近なことで
困っていることがあれば、人権擁護委員が相談に応じます。
　相談は無料、事前申込不要です。また、秘密は厳守しますので、どなたでもお
気軽にご利用ください。

地　域 開設日 時　間 場　所
荘　川

5月31日㈮
10:00～ 12:00 荘川福祉センター

一之宮 13:00～ 16:00 飛驒位山文化交流館
久々野 6月1日㈯ 13:00～ 16:00 虹流館くぐの（久々野支所）
高　山

6月3日㈪
10:00～ 15:00 市役所３階３０１会議室

丹生川 13:00～ 16:00 丹生川支所
朝　日

6月4日㈫

15:30～ 17:30 燦燦朝日館（朝日支所）
国　府 13:00～ 15:00 こくふ交流センター(国府支所)
上　宝 10:00～ 12:00 上宝支所
奥飛驒 13:00～ 15:00 奥飛驒総合文化センター
高　根 6月5日㈬ 9:00～ 12:00 高根支所
清　見 6月10日㈪ 9:00～ 12:00 きよみ館（清見支所）

問合  岐阜地方法務局高山支局 ☎32‒0915

自動車税は5月31日㈮までに
　必ず納期限までに納めましょう。
なお、金融機関やコンビニエンスストア
での納付のほか、インターネットを利用
したクレジットカードによる納付もでき
ます。
　詳しくは、自動車税の納税通知書（5
月7日発送）をご覧ください。
問合 税務課　☎35-3136

夜間・休日納付および相談
窓口を開設します
対象 国民健康保険料
        後期高齢者医療保険料
休日窓口　5月26日㈰  9：00～16：00
夜間窓口　5月16日㈭～31日㈮
              19：00まで　※平日のみ
場所  市民課納付窓口（本庁1階）
問合 市民課　☎35-3495
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編集・発行／高山市総務部広報情報課
 〒506‒8555 岐阜県高山市花岡町2丁目18番地
  TEL／0577‒32‒3333㈹
  FAX／0577‒32‒7000 （市長室直通）
  FAX／0577‒35‒3174 （広報情報課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
TEL／0577‒35‒6000
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   元号制定記念 高山祭屋台の特別曳き揃え ～たくさんの来場者で賑わう～
　令和の初日、新元号制定記念高山祭屋台の特別曳き揃えが開催されました。あいにくの天候のために春・秋の祭屋台
の曳き揃えとからくり実演は中止となりましたが各祭屋台は屋台蔵の中で披露され、屋台蔵巡りをする11万人を超える人
出がありました。お囃子の演奏や獅子舞、闘鶏楽など
も披露され、訪れた観光客と一緒に新元号制定をお
祝いしました。また、春の高山祭屋台の「鳳凰台」(写
真左下)では、最近発見された 200年前の紺色の胴
幕が披露されました。

「令和」の墨書を寄贈いただきました
～内閣府大臣官房人事課辞令専門職の茂

も

住
ずみ

修
おさ

身
み

さん～

　新元号「令和」発表時、菅官房長官が掲げ
た墨書「令和」を揮

き

毫
ごう

した、内閣府大臣官房
人事課辞令専門職であり書家の茂

も

住
ずみ

修
おさ

身
み

さ
んが 5月1日に来庁され、新元号「令和」の
墨書と出典となった万葉集の序文を揮毫した
色紙を寄贈されました。
　茂住さんは、内閣府において、大臣の辞
令や国民栄誉賞の賞状などの揮毫を担当さ
れています。飛驒市出身で、高校時代は斐
太高校に在学されていたことから、一昨年の
「四神」の墨書に引き続いて今回2作品を寄
贈いただきました。
　「令和」の墨書は、市役所1階ロビーに 5
月２４日㈮まで展示していますので、ぜひご覧
ください。
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